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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月17日(2018.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元シーンにおける３次元モデル化されたアセンブリ上で境界ボックスのセットを生
成するコンピュータにより実行される方法であって、
　３次元シーンにおいて、３次元モデル化されたアセンブリを形成する３次元モデル化オ
ブジェクトを提供するステップと、
　前記３次元モデル化されたアセンブリを包含するメイン境界ボックスを計算するステッ
プと、
　前記３次元モデル化されたアセンブリの少なくとも１つのプロパティを満たす３次元モ
デル化オブジェクトのセットを生成するステップと、
　前記メイン境界ボックスによって包含される２以上の境界ボックスを計算するステップ
であって、前記２以上の境界ボックスのうちの１つは、前記セットの前記３次元モデル化
オブジェクトを含む、前記ステップと
　を備えることを特徴とするコンピュータにより実行される方法。
【請求項２】
　前記３次元モデル化の前記少なくとも１つのプロパティは、前記３次元モデル化された
アセンブリの１つまたは複数の３次元モデル化オブジェクトの少なくとも１つのプロパテ
ィを備え、
　前記２以上の境界ボックスを計算するステップの前に、ユーザアクションが行われると
、前記３次元モデル化されたアセンブリの１つまたは複数の３次元モデル化オブジェクト
の少なくとも１つのプロパティを選択するステップをさらに備えることを特徴とする請求
項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項３】
　前記２以上の境界ボックスを計算するステップは、
　前記生成されたグループの前記３次元モデル化オブジェクトの輪郭を表す前記３次元シ
ーンにおけるポイントの１つのセットを計算するステップと、
　前記ポイントの１つのセットの重心を計算するステップと、
　前記重心を前記境界ボックスによって定義されるボリュームの中心として有する前記境
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界ボックスを計算するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの選択されたプロパティは、
　前記３次元モデル化されたアセンブリの製品構造におけるレベル、
　前記オブジェクトの材料パラメータ、
　前記オブジェクトの色
　のうちの１つであることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のコンピュータによ
り実行される方法。
【請求項５】
　前記３次元モデル化されたアセンブリの前記少なくとも１つのプロパティは、前記３次
元シーンにおける前記３次元モデル化されたアセンブリのディメンションであることを特
徴とする請求項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項６】
　前記メイン境界ボックスに囲まれた、計算された境界ボックスの数ｎは、前記３次元モ
デル化されたアセンブリの前記メインの前記ディメンションに従って決定されることを特
徴とする請求項５に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項７】
　前記メイン境界ボックスおよび前記２以上の境界ボックスは、直方体、立方体のうちの
１つであることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載のコンピュータ
により実行される方法。
【請求項８】
　前記メイン境界ボックスは、前記メイン境界ボックスの１つの方向について最大で２つ
の隣り合う重ね合わされた境界ボックスを備えることを特徴とする請求項７に記載のコン
ピュータにより実行される方法。
【請求項９】
　前記計算された２以上の境界ボックスは、隣り合う境界ボックスの間に最小の間隔をあ
けて前記３次元シーンにおいて表現されることを特徴とする請求項１から請求項８のいず
れか１項に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項１０】
　前記提供するステップの後、
　前記３次元モデル化されたアセンブリの簡略化されたビューを計算するステップであっ
て、前記計算され、簡略化されたビューは、縮小されたスケールを有し、単一のメッシュ
を形成する前記アセンブリを表現する１つの３次元オブジェクトのビューである、前記ス
テップと、
　前記簡略化されたビュー上に前記計算された境界ボックスを表示するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のコンピ
ュータにより実行される方法。
【請求項１１】
　コンピュータ実行可能命令を含むコンピュータプログラムであって、前記コンピュータ
実行可能命令は、コンピュータによって実行されるとき、前記コンピュータに請求項１か
ら請求項１０のいずれかに記載の方法を実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　メモリに結合されたプロセッサを備えたコンピュータシステムであって、前記プロセッ
サは、前記メモリに記憶された、請求項１１に記載のコンピュータプログラムを実行する
ように構成されているコンピュータシステム。
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